
第１ 安全衛生管理体制 

１ 宮城県教育委員会職員安全衛生管理体制  

宮城県教育委員会における安全衛生管理体制は、平成２年１０月５日に「宮城県教育委員

会職員安全衛生管理規程」（宮城県教育委員会訓令甲第４号）（以下「規程」とい う）に基

づき、施行された。また、平成２１年４月１日付け福第１号により通知されている事項に留

意の上、適切に運用する。 

なお、宮城県教育委員会職員安全衛生管理組織は、図－１のとおりである。 

 

２ 管理者等  

(1)  安全衛生管理者等の選任状況  

すべての所属所に、職員数の規模により安全衛生管理者（所属長）、衛生管理者若し

くは衛生推進者及び衛生担当者が選任されている。安全衛生管理者等の選任数は次の

とおりである。（令和５年度体制） 

          （令和５年５月１日 現在） 

所属所の規模 県立学校（人） 本庁・地方機関等（人） 計（人） 

２００人以上 

（本庁） 
 

安全衛生管理者  １ 

衛生管理者    ２ 

衛生担当者   １０ 

安全衛生管理者  １ 

衛生管理者    ２ 

衛生担当者   １０ 

５０人以上 

２００人未満 

安全衛生管理者 ７４ 

衛生管理者   ７４ 

衛生担当者   ７４ 

安全衛生管理者  ２ 

衛生管理者    ２ 

衛生担当者    ２ 

安全衛生管理者 ７６ 

衛生管理者   ７６ 

衛生担当者   ７６ 

５０人未満 

安全衛生管理者 １７ 

衛生推進者   １７ 

衛生担当者   １７ 

安全衛生管理者 １１ 

衛生推進者   １１ 

衛生担当者   １１ 

安全衛生管理者 ２８ 

衛生推進者   ２８ 

衛生担当者   ２８ 

   計 

安全衛生管理者 ９１ 

衛生管理者   ７４ 

衛生推進者   １７ 

衛生担当者   ９１ 

安全衛生管理者 １４ 

衛生管理者    ４ 

衛生推進者   １１ 

衛生担当者   ２３ 

安全衛生管理者１０５ 

衛生管理者   ７８ 

衛生推進者   ２８ 

衛生担当者  １１４ 

 

(2) 健康管理医（産業医）の選任状況：（表－１） 

  職員が５０人以上の所属所を対象に配置されている。  

健康管理医の職務は定められているので、所属長は健康管理医と十分に協議の上、 年間

の業務等を計画する。  

 

 



３ 衛生委員会等  

(1) 職員安全衛生委員会  

イ  職員の安全及び衛生の確保のため、職員安全衛生管理者の諮問に基づき各衛生委員会

からの報告、意見、健康管理医からの勧告その他必要事項について審議し、答申する。 

ロ  委員は次の者で構成する。  

副教育長  

総務課長、福利課長及び教職員課長  

安全衛生管理者のうちから職員安全衛生管理者が指名する者  

健康管理医（本庁所属） 

衛生管理者（本庁所属）  

職員安全衛生管理者が認める者  

(2) 衛生委員会  

イ  衛生委員会は年間３回以上開催し、規程第１８条第２項に定める事項について審議す

る。本庁においては福利課長、他の所属所においては所属長に対し意見を述べるものとす

る。開催後は、規程第２５条第２項により、その都度衛生委員会開催状況報書を提出する。  

ロ 委員は、次の者で構成する。 

安全衛生管理者又はその代理の者  

健康管理医（選任されている所属所に限る）  

衛生管理者又は衛生推進者  

職員のうちから衛生に関して経験を有する者のうち所属長が指名する。  

ハ 衛生委員会の設置状況は次のとおりである。 

 なお、令和４年度の衛生委員会開催状況は表－２のとおりである。  

機 関 名 法定（５０人以上） 法定外（５０人未満） 計 

本 庁 
事業所 

１ 

事業所 

０ 

事業所 

１ 

地方機関等 ２ １１ １３ 

県 立 学 校 ７４ １７ ９１ 

計 ７７ ２８ １０５ 

 


